
利 用 者 各 位 

 

マイナンバー制度に関する利用目的の追加について 

 

日頃より当ＪＡをご利用いただき、誠にありがとうございます。 

さて、当ＪＡでは所定の取引・手続き時において、利用者の皆さまからマイナンバー

を申告いただいておりますが、番号利用法(マイナンバー法)等の改正により、平成 30

年 1 月 1 日から「利用者の氏名・住所等を含む預貯金に係る情報」を利用者の個人

番号・法人番号と紐付けて検索可能な状態で管理すること（以下「預貯金口座付番」

といいます。）が金融機関に対して義務付けられることとなりました。 

 つきましては、当ＪＡにおきましても利用者皆さまからお預かりしているマイナンバーを

預貯金情報と紐付けて管理する必要があることから、貴殿から申告いただいているマ

イナンバーの利用目的に本利用目的『預貯金口座付番に関する事務』を追加させて

いただきます。（共済事業、講師料や講演料、賃料の支払いに関する支払調書作成事務にて取得し

たマイナンバーは別管理のため対象外） 

 現時点では預貯金口座付番に関してマイナンバー届出を強制するものでありません

が、3 年後には届出の義務化が検討されていること、また官民挙げた取り組みであるこ

となどから、何卒ご理解・ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

  

※預貯金口座付番は、貯金口座とマイナンバーとを紐付けて、社会保障の資力調査や税

務調査、金融機関破綻時の口座の名寄せのためにマイナンバーを利用できるようにする

ための仕組みであって、これにより、国が自由に貯金情報を把握することができるようにな

るものではありません。また、当ＪＡから任意に貯金情報を行政に提出するものではありま

せん。 

 

 ご不明な点がございましたら、支店窓口までお問合わせ願います。 

 

平成 30 年 1 月吉日 

横 浜 市 旭 区 二 俣 川 1 - 6 - 2 1 

横 浜 農 業 協 同 組 合 

代表理事組合長 黒沼 利三 


